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β - 1 , 3 - 1 , 6 グ ル カ ン （ 以 下 β グ ル カ ン ） を 泌 乳 牛 に

経 口 投 与 し 、 そ の 後 の 産 乳 成 績 お よ び 免 疫 機 能 に 与 え

る 影 響 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 供 試 動 物 は 、 当 セ ン タ

ー 飼 養 の 乳 中 体 細 胞 数 が 1 0 5 個 / m l 以 上 の 乳 牛 5 頭 を

用 い た 。 投 与 期 間 は 2 1 日 間 と し 、 β グ ル カ ン を 日 量

4 0 0 m l 経 口 投 与 し た 。 調 査 項 目 は 乳 量 と 一 般 乳 組 成 分

お よ び 血 清 中 の ナ チ ュ ラ ル キ ラ ー 細 胞 （ 以 下 N K ） 活

性 誘 導 能 に つ い て 行 っ た 。 な お 、 飼 養 形 態 お よ び 飼 料

給 与 は 、 当 セ ン タ ー の 慣 行 法 に 従 っ た 。 そ の 結 果 、 乳

量 と 体 細 胞 を 除 く 一 般 乳 組 成 分 に つ い て は 、 β グ ル カ

ン 投 与 に よ る 差 異 は 認 め ら れ な か っ た 。 一 方 、 体 細 胞

数 は 5 頭 中 4 頭 で 減 少 し て お り 、 ま た 5 頭 中 3 頭 に お

い て 免 疫 機 能 の 指 標 の 一 つ で あ る N K 活 性 の 高 い 誘 導

能 が 見 ら れ た 。 以 上 の こ と か ら β グ ル カ ン の 乳 牛 へ の

投 与 は 、泌 乳 量 や 乳 組 成 分 に 対 し 悪 影 響 を 与 え な い 上 、

ヒ ト や マ ウ ス で 認 め ら れ て い る 免 疫 賦 活 効 果 を 乳 牛 で

も 同 様 に 発 揮 し う る 可 能 性 を 示 唆 す る 結 果 と な っ た 。  
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